基本領域：内科用
経験症例レポート　　No.　　　　

潰瘍性大腸炎
	生年月
	西暦　　      　　年　      　　月

	性別
	☐１．男　　　　　　　　　　　　　　　☐２．女

	家族歴
	☐１．あり　　　　☐２．なし　　　　☐３．不明

	発症年月
	西暦　　      　　年　      　　月

	診断
	☐１．潰瘍性大腸炎　　　　　　☐２．その他　＊２を選択の場合、以下に記入

	
	

	病型
	　☐１．全大腸炎　　　　　　☐２．左側大腸炎　　　　　　　☐３．直腸炎
　☐４．右側あるいは区域性大腸炎

	[bookmark: _Hlk162273357]主症状
	排便回数
	☐１．６回／日以上　　　　☐２．５回／日　　
☐３．４回／日以下　　　

	
	便の症状
	出血
	☐１．(+++)以上	☐２．(++)	☐３．(+)～(-)　　

	
	
	性状
	☐１．水様	☐２．泥状	☐３．軟便
☐４．有形

	
	発熱
(37.5℃以上)
	☐１．あり　　☐２．なし　

	
	頻脈
(90/分以上)
	☐１．あり　　☐２．なし　

	
	貧血
(ヘモグロビン10g/dL以下)
	☐１．あり　　☐２．なし　

	
	赤沈
(30mm/h以上またはCRP 3.0mg/dl以上)
	☐１．あり　　☐２．なし　




	[bookmark: _Hlk162275218]腸管合併症
	　☐１．あり　　☐２．なし　　☐３．不明

	
	種類
	☐１．大量出血	☐２．穿孔 　　　　　☐３．中毒性巨大結腸症
☐４．狭窄	☐５．癌・dysplasia ☐６．CMV 感染
☐７．C. difficile感染	☐８．その他の腸管合併症

	腸管外合併症
	　☐１．あり　　☐２．なし　　☐３．不明

	
	種類
	☐１．関節病変	☐２．皮膚病変	☐３．眼病変
☐４．原発性硬化性胆管炎	☐５．自己免疫性膵炎　　　
☐６．IgG4関連疾患	☐７．成長障害	☐８．骨粗鬆症
☐９．その他の腸管外合併症　

	内科的治療

	5-ASA製剤
	☐１．あり　　☐２．なし　

	ステロイド
	☐１．あり　　☐２．なし　

	血球成分除去療法
	☐１．あり　　☐２．なし　

	免疫調整薬
	☐１．あり　　☐２．なし　

	分子標的薬
	☐１．抗TNFα抗体	☐２．抗インテグリン抗体　
☐３．抗IL-(12/)23抗体	☐４．JAK阻害剤　
☐５．その他　＊5を選択の場合、以下に記入

	
	その他の内容
	

	外科的治療　＊主な手術１回を以下に記入

	手術月・術式
	手術月
	西暦　　　　　　　　　年　　　　　　　　　　月

	
	術式（１）
	☐１．大腸全摘	☐２．直腸（亜）全摘
☐３．残存直腸切除	☐４．その他　

	
	術式（２）
	☐１．回腸囊肛門吻合	☐２．回腸囊肛門管吻合
☐３．回腸直腸吻合	☐４．その他　


注）必要に応じて、適宜コピーをしてご使用ください。
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